
今月の表紙

上手に野菜を切れるかな
　8月 9日、保健センターで親子料
理教室が行われ、7組の親子が参加
しました。当日、作った料理は、ハ
ンバーガー、サラダ、デザートの三
品。食生活改善推進員の指導のもと、
親子で料理しました。具材を切ると
きは、子どもが包丁で手を切らない
ように、母親がサポートしていまし
た。親子で作った料理の味は格別。
会話を楽しみながら完食しました。
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「
広
報
た
わ
ら
も
と
」
は
再
生
紙
、
環
境
に
優
し
い

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

9
月
号
の
1
部
当
た
り
の
印
刷
経
費
は
約
28
円
で
す
。
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広
報
た
わ
ら
も
と

古
事
記
と
は
…

　

古
事
記
を
編
纂さ
ん

し
た
太
安
万
侶
と
古
事
記
、

そ
し
て
田
原
本
と
の
関
わ
り
な
ど
を
こ
の
連

載
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
古
事
記
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

古
事
記
は
「
こ
じ
き
」
あ
る
い
は
「
ふ
る

こ
と
ぶ
み
」
と
読
み
、
わ
が
国
最
古
の
歴
史

書
で
す
。

　

天
地
の
始
ま
り
か
ら
、
神
々
が
生
ま
れ
て

世
界
を
つ
く
っ
て
い
く
物
語
。
そ
し
て
歴
代

天
皇
の
治
世
に
お
け
る
出
来
事
や
伝
説
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
物
語
風
に
収
録
さ
れ
て
い

る
の
で
、
読
み
物
と
し
て
親
し
み
や
す
さ
が

あ
り
ま
す
。

　

構
成
は
、
上
つ
巻
・
中
つ
巻
・
下
つ
巻
の

全
三
巻
で
す
。
上
つ
巻
で
は
、
太
安
万
侶
の

序
文
、
国
土
の
誕
生
や
、
人
間
の
生
活
に
欠

か
せ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
司
る
神
々
が

ど
の
よ
う
に
誕
生
し
た
の
か
な
ど
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
中
つ
巻
に
は
、
初
代
神じ

ん
む武
天
皇

か
ら
15
代
応お

う
じ
ん神
天
皇
ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、

下
つ
巻
に
は
第
16
代
仁に
ん
と
く徳
天
皇
か
ら
第
33
代

推す
い
こ古
天
皇
ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
が
昔
話
と
し
て
よ
く
耳
に

す
る
「
因
幡
の
白
ウ
サ
ギ
」
や
「
八
俣
の
お

ろ
ち
」
の
話
は
上
つ
巻
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
事
記
に
ま
つ
わ
る
話
を
読
ん
で
み
た
い

と
思
う
人
は
、
図
書
館
に
古
事
記
関
連
の
本

を
ま
と
め
た
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
11
月
に
は
古
事
記
１
３
０
０
年
紀
記

念
事
業
と
し
て
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
鼎て

い
だ
ん談

＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ス
テ
ー
ジ
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
本
紙
27
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
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観
光
協
会

イメージ：奈良県ホームページ「記紀・万葉でたどる奈良」より

第 3回記紀・万葉歴史講座
　日　時　9月 15日㈯午後２時～
　場　所　町民ホール（町役場西側）
　演　題　古事記の魅力
　講　師　寺川真知夫さん
　　　　　（同志社女子大学特任教授）
　定　員　150 人（先着順／申込不要）
　参加費　200 円
　　　　　（観光協会会員は半額）
　問　町観光協会☎ 33-4560

古事記 1300 年紀催し案内（9月）

▲図書館の古事記コーナー

■久しく足を運んでいなかったぎおん祭りに、取材という
形で、今回数年ぶりに訪れました。優しく光る提灯の灯り、
境内に漂うさまざまな夜店の香り、行き交う浴衣姿の人た
ち、小さなころから変わらない祭りの風景がそこにありま
した。以前とほとんど変わっていないことを嬉しく思うと
ともに、久しぶりに日本の夏を味わえた気がしました。昂

■平成 16年に入庁し、広報紙を通してまちの情報を発信
すること 8年と 5ヵ月。先月号で 100 回の節目を迎えて
いました。まだまだ発展途上の広報たわらもと。ただのお
知らせでなく、「心」に響く広報紙へと発展させたいと思っ
ています。まちのことが分かり、このまちが好きになる情
報紙――。文字が持つ力でまちを盛り上げていきたい。永

編集後記




